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ガンマ線バーストにはいくつもの距離指標が発見されており、Ia型超新星の観測できない初期宇宙までの標準
光源としてガンマ線バーストを用いようという研究が始まっている。距離指標としては特にガンマ線放射スペク
トルのピークエネルギー (Ep)に関するものがよく知られており、Epは等方を仮定した時のガンマ線の全放射エ
ネルギー (Eiso)、等方を仮定した時のガンマ線の 1秒間の最大光度 (Lp)、Eisoにジェット補正を加えた全放射エ
ネルギー (Eγ)などとよく相関することが知られている。最近では Ep–Eiso関係式と Ep–Lp関係式の間に楕円銀
河のように基本平面が存在することも発見され、ガンマ線バーストを用いて精度の高い距離測定が可能になって
きている。
今後ガンマ線バーストを用いて初期宇宙への距離を測り、ダークエネルギーの正体解明に繋がる制限をするた

めには距離指標の分散をどこまで小さくできるのかが鍵となってくる。本講演では Epに関する距離指標の分散
の起源について紹介する。


